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第4章 心理療法場面におけるデ ィスクオ リフィケーシ ョン
第5章 総括
2本 論文の内容は以下の通 りである。
本論文で対象 としている 「ディスクオ リフィケーシ ョン」 とは,狭 義 には,家 族の心理的援助
の領域でJ.ヘ イ リーらが精神分裂病の成員を含む家族に特徴的にみ られるとした コミュニケー
ションの様式のひとつを指す。そ こではコミュニケーションの基本的構成要素を4つ 想定 してい
る。 メッセー ジの送 り手,内 容,受 け手,文 脈 についての情報の4つ である。
デ ィス クオ リフィケーシ ョンとはその4つ の基本的要素のいずれか,あ るいは要素すべての明
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言 を回避す る反応を指す。 ある研究者はそのことを次のよ うに表現 している。
「そ のメ ッセー ジの送 り手は私ではな く,私 を使用する何者かである。その内容は理解 を越 えて
ね じ曲げ られている。その受け手は医者ではなく,ス パイである。その文脈は時や場所 にお いて
実際とは違 う状況である」 と。
第!章 では問題 と目的を述べ る。本論文 の目的はこのよ うなデ ィスクオ リフィケーシ ョンが生
起す る機序のひとつを明らかにしようというものである。そ のことは家族援助 という臨床的な 目
的にもほぼ直接的な寄与が可能であると述べる。
次 に,こ の研究が引き継 こうとする,研 究の文脈 をレビュー している。 まず1956年にベイ トソ
ン.Gらによって提案された,二重拘束理論が源 といえる。筆者は,ま た,こ のベイ トソン ・グル
ープの研究の流れを引き継 いで いるバーベラス。J.らが レヴィン,K.(1948)のいう回避 一 回避
型の葛藤が,拘 束 された状況であるということを提案 していることを示 し,そ の ことに関連 させ
て,以 降で検討 しようとす る 「対人的葛藤状況」を定義する。
「2者間において,あ る問題 に付随する不満足感 を持ちその解決を求めているが,そ れについ
て言及す ることは2者 間の関係性を危険 にさらす。一方その2者 はそのシステムの維持 を切 に望
んで いる,と いう拘束 された状況」 と。
第2章 では2者 間システムの遠心的傾向に対する反作用 として,二 重拘束的 コミュニケーショ
ンが生起するという仮説の検討 を行っている。 ここで 「遠心的」 とは2者 間の関係が崩壊す るよ
うな方向への動きを意味 し,「求心的」運動 と対 をなす。具体的には,2者 間システムに遠心的影
響を及ぼす と考え られ る葛藤的会話場面で,矛 盾す るメッセージというものが生起することを,
実証的に検討 している。また分裂病者 を持つ家族のコミュニケーシ ョンとして注 目されたデ ィス
クオ リフィケーシ ョンが,矛 盾するメッセージに対する反応 として生起するということを4組 の
実際の夫婦を被験者 として検討 している。結果は仮説を支持するものであった。すなわち,協 調
的な会話 に比べて,葛 藤的会話では,矛 盾するメッセー ジがよ り多 く生起 し,ま た,そ の矛盾す
るメッセージに応ずる反応はデ ィスクオ リフィケーション反応であることが多かった。
第3章 では2者 間システムの遠心性を,話 される話題の問題の深刻 さとその場面での相互作用
の強 さか ら捉 えることを提案 している。そ こではコミュニケーシ ョンというものが,内 容的機能
と相互作用的機i能を包含す るということを,ハ ン ドジェスチャーの分類を通 して検討 している。
以降 問題 の深刻さのレベル と相互作用の緊密 さの レベルか らディスクオ リフィケーションの
生起 を予測す る「問題 一 相互作用モデル」を提案 し,実 験結果に基づいて検討 している。そ こで
は,問 題 レベル と相互作用 レベルの共変関係か ら,デ ィスクオ リフィケー ションの生起 を説明,
予測する ことが可能であると考察す る。 さらにマイクロ分析として行 ったコミュニケーシ ョンの
時系列的検討か らはデ ィス クオ リフィケーシ ョンが連鎖する ことが示 されている。 また,問 題
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一 相互作用モデルの前提 とされた 「持続する関係」 という点がデ ィスクオ リフィケーシ ョンの
生起 に及ぼす影響 を検討 し,そ の結果,持 続が見込 まれない関係に比べ,持 続が見込 まれる関係
を想定 した場合の方が,よ りデ ィスクオ リフィケーション反応得点が高かった ことを提示 してい
る。すなわち持続が見込まれる関係 において,問題 レベルだけでな く,相互作用 レベルがデ ィスク
オ リフィケー ション反応得点に反映することを明 らかにしている。一方,持 続が見込 まれな い関
係では,問 題 レベルのみがディスクオ リフィケーシ ョン得点 と相関していたことを示 している。
第4章 では実際の心理療法場面をとりあげ,筆 者の主張する問題 一 相互作用モデルによって
その過程 を検討 している。そ こでは上記モデルか ら予想 され るよ うに,セ ッションが進むにつれ
て,相 互作用 レベルが高ま り,デ ィスクオ リフィケーシ ョン反応 レベルが低下 していくことが示
され,終 結期 には,問 題 レベル,相 互作用 レベル,デ ィスクオ リフィケーシ ョン反応 レベル に,
より柔軟な変動が見 られることが示 された と報告 している。
第5章 では以上の結果の総括 を行っている。そ こでは,一 連 の実験的検討の結果か ら,デ ィス
クオ リフィケーシ ョンの生起が状況場面か らも予測 されることが解明され,こ れ までの精神疾患
との関連で行われてきた研究結果 というものが,状 況的視点か ら再解釈 され る必要があることを
示唆 して以下のように述べる。
「よ り即時的で短期的という性質を,いわば利用するかのごとく,それ を崩壊させ,あ るいは維
持 しない ことによって,よ り抽象 レベルの高いシステムであ り,またよ り長期的なシステムとし
ての性質 をもつ と考え られ る 「対人システム」 を維持するというパ ラ ドキシカルな構造が存在す
るということである。 こうしたパ ラ ドキシカルな構造は,葛 藤の潜在化 と言われるものであ り,
そのことは二重拘束概念 を例示 した事例の中か らもその存在 を推論可能である。従来 「二重拘束」
と言われた特殊なコミュニケーションもまた,こ のようなパ ラ ドキシカルな構造 の中で発生,展
開され るもの と推察 され る」
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文が引き継こうとする研究 の流れは二重拘束理論に源をもつ。それは 「病理」の対人交渉
か らの説明とそ の後 に展開された家族援助の考え方にも関係する。二重拘束理論では病理 を個人
内でなく,個 と個の問で生成 され るもの とした。従来は病理の 「原因」を発達過程での固着や偶
発的な心的外傷 などに求 めた。そ こか ら発想される解決への道は,ま ず原 因を特定 し,そ の後
それを除 くことで得 られ ると考える。二重拘束理論か ら発展 した家族援助 の考え方では,病 理の
「原因」を直線的に特定するよりは,病 理の原因は不明なままで も 「それがなぜ不必要に維持 ・
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拡大 されるのか」 という見方が重要であると考える。 また,「特定の問題は他 の問題の当事者な り
の解決である」 という見方が採用され る。
本論文には,そ の見方が引き継がれている。そのことを最初の章で 「パラダイムの変換」 とい
う項 目を設 けて検討 し以降の論述を進めている。
本論文の目的は 「デ ィスクオ リフィケーション」が生起する機序 のひとつを明 らかにすること
であるが,こ こでいう 「デ ィス クオ リフィケー ション」 とは,「あいまいな」「歪曲的」 コミュニケ
ーシ ョンと翻訳されるが,日 本人には理解 しやすい 「あいまいなコミュニケーシ ョン」 とは意味
を異にする。それは 「そのメ ッセー ジの送 り手は私ではな く,私 を使用する何者かである」 とい
った例 に見 られるメ ッセージの授受に関す る多少 とも 「病理的」 なものを指す。
筆者はその検討に大き く5つ の実験 と1つ の事例を通 して以下のよ うな考察を展開 している。
すなわち,今 後 も関係を持続させようとする限 り/つ ま り筆者のいう対 人システムを維持 しよ
うとす る限 り,問題 のあ りかた によっては会話を 「あいまい」 にして解決す ることが多 く見 られ
るのであ り,π 見,「問題」に見えるデ ィスクオ リフィケーションがその当人な りの 「解決」 の形
態のひとつであ り,そ のことがまた 「問題の先送 り」 という新たなパラ ドクスを生むことがある
と結論 している。さ らに出発点になった当の二重拘束的なコミュニケーシ ョンもデ ィスクオ リフ
ィケー ションの一一形態 と位置付けている。
本論文 は少なくとも2つ の点で評価できる。ひとつは上記のような見方 に則 って研究全体 を設
計 し,ディスクオ リフィケーシ ョンに関する知見 を実証的に展開したことであ り,その遂行上,「実
験」 という基礎心理学で伝統的に用いられてきた有用な方法を一貫 して用 いたことである。実験
というこの有用な方法を臨床的な問題で使用するのは標準以上の工夫を要することがある。例 え
ば,相 互的な微妙な反応の得点化に際 して,方 法論に絡むような問題 を生 じる。 この点を筆者は
安 易に片付けず に,理 論的にも熟考 した上で最近の 「コミュニケー ション研究」で使用されて い
る方法を用いて解 こうと試みている。
いまひとつ評価すべき点は,こ のような基礎的研究を実際の臨床場面の検討 に使用 し,概 念 を
駆使 した基礎研究 と臨床場面 との橋渡 しを試みていることである。筆者は実際の臨床場面でのデ
ィスクオ リフィケー ション反応 を先に提出したモデルか ら予測 し,介 入方法を検討し,結 果 を考
察 している。
上記の如 く評価できることとは反対に実験結果の処理 に絡む問題や コミュニケー ション研究 と
いいなが ら非言語は含まない言語反応のみの検討 に終わっている点など不備な点 もある。
本論文は上述のような不足面を持 ちなが らも,研 究の先進性,コ ミュニケーション研究,お よ
び臨床実践への示唆な ど,見 るべき点を有 していると判断できる。
よって本論文は博士(教 育学)の 学位論文 として合格 と認める。
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